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令和４年度畜産業振興事業について

宮城県農政部畜産課
畜産業振興事業は、「独立行政法人農畜産業振興機構法」に基づき、畜産振興について多岐にわたる事業を

農畜産業振興機構が実施しているものです。
機構から補助を受けるのは、公募により選ばれた全国団体がほとんどですが、県域団体を通じて農協や畜

産経営者も間接的に補助を受けることが可能です。
今年度拡充された３事業について紹介します。

１．今年度拡充された事業

事　業　名 事　業　目　的 事　業　内　容
酪農経営支援総合対
策事業（拡充）

4,566百万円

　我が国の酪農は、高齢化等により酪
農家戸数が減少しており、中長期的な
生産基盤の強化が重要となっている。
このため、生産者集団等が行う地域の
創意工夫を生かした取組を支援し、担
い手や乳用後継牛を確保していくとと
もに、経営の持続性の向上を図り、地
域の実情に応じた酪農生産基盤の維
持・強化を図る。

補助率（定額、2/3、1/2、1/3以内）

（１）中小酪農経営等の生産基盤維持・強化
後継牛の育成等のための簡易畜舎整備、機器導入、つなぎ牛舎の改良、育成牛

の事故率低減（ワクチン１千円/頭）、供用期間の延長支援（肢蹄保護、乳房炎ワ
クチン等、１千円/頭）、後継者への経営基盤強化（初妊牛導入５万円/頭）、暑熱
ストレスの軽減、暑熱等による飼料作物の不作から不足する飼料への支援（代替
飼料の共同購入５円/kg）、乳用牛の地域内継承・育成牛の地域内流通促進（奨励
金３万２千円/頭）、増頭に必要な牛舎の空きスペースの簡易な整備、都府県の自
家育成中小農家の生産基盤強化（自家生産子牛増頭５万円/頭）等の取組を支援 
する。

（２）地域の生産体制の強化
生産基盤が脆弱な地域において持続的な生乳生産体制を確保するため、（ア）経

営離脱農家等を研修施設として活用した担い手の確保、（イ）将来にわたって持続
可能な経営体の創出、（ウ）後継牛の地域内生産、（エ）後継牛育成のための広域
預託を推進する取組等を支援する。

（３）酪農ヘルパーの利用拡大
①酪農ヘルパーの職業認知度向上、修学支援、学生インターンシップの受入、

人材コンサルタントの活用、就業前後の研修や外国人材の活用等の人材確保・育
成、②傷病時等の利用料金を軽減するための互助基金制度及び③広域利用調整、
酪農ヘルパーの待遇改善（最大３万円/月・人、最長24か月）や利用組合の経営改
善等の利用組合強化の取組を支援する。

（４）生乳流通体制の合理化の推進
生乳流通コストの生産者負担を軽減するため、生乳生産者団体等　が行う「生

乳流通合理化計画」等の検討・作成、生乳流通関係機器のリース導入、貯乳施設
の減容化・需給調整機能を持たせるために必要な補改修、乳代精算方法の効率化
等の取組を支援する。

（５）生乳需要基盤の確保の推進
国産牛乳乳製品の消費の維持・定着を図るため、消費者等への酪農理解醸成活

動、牛乳乳製品の新たな利用場面の普及や価値訴求、生産者自らが製造する牛乳
乳製品の需要拡大のための技術研修や販路拡大等の取組を推進する。

（６）乳用牛の計画的な改良・増殖の推進
牛群検定組合等が行う遺伝情報（SNP）データの収集等の取組、乳用牛の飼養

管理に係る技術指導等を支援する。

畜産特別支援資金融
通事業（拡充）

911百万円

　負債の償還に支障を来している経営
や家畜伝染病発生により深刻な影響を
受けた経営に対する低利資金の円滑な
融通を支援する。また、多額の資金を
必要とする畜産経営の円滑な資金調達
に資するために、動産担保融資が広く
利用できる環境整備を支援する。

補助率（定額、1/2以内）

（１）畜産特別資金（大家畜・養豚特別支援資金）
負債の償還が困難な畜産経営に対し、長期・低利の借換資金を融通する融資機

関へ利子補給を行うとともに、経営改善指導及び債務保証に対する支援を行う。
・貸付条件（利率は令和３年11月18日現在）

注：経営改善資金で残高借換を行うことができるのは令和４年度のみ。
・融資枠（平成30～令和４年度）500億円（大家畜450億円、養豚50億円）
・融資機関　　　　　　　　　　農協、農協連、農林中央金庫、銀行等
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事　業　名 事　業　目　的 事　業　内　容
（２）家畜疾病経営維持資金

口蹄疫等の家畜伝染病発生に伴う経営の停止、畜産物等の単価の　下落や売上
の減少等により深刻な影響を受けた畜産経営に対し、経営再開等に必要な低利資
金を融通する融資機関へ利子補給を行う。

・貸付条件（利率は令和３年11月18日現在）

・融資枠（令和４～令和８年度）50億円
・融資機関　　　　　　　　　　農協、農協連、農林中央金庫、銀行等

（３）畜産動産担保融資活用支援事業
地域、経営規模又は畜種に関わらず、必要に応じて畜産動産担保融資が広く利

用できる環境整備を進めるため、畜産動産担保融資の事例蓄積を継続するととも
に、家畜の一般担保化へ向けた課題検討を行い、検討結果を広く融資機関に周知
する。

・事業実施期間　　　　　　　　令和２～４年度

家畜防疫互助基金支
援事業（拡充）

5,511百万円

家畜の伝染病のうち、口蹄疫、牛疫、
牛肺疫、アフリカ豚熱、豚熱、高病原
性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥イ
ンフルエンザについては、伝播力が極
めて強く、我が国の畜産経営に極めて
重要な影響を及ぼす。平成30年９月に
我が国では26年ぶりとなる豚熱の発生
が確認され、令和３年度においても発
生が続いている。また、平成30年８月
には、中国においてアジアで初となる
アフリカ豚熱の発生が確認され、その
後、アジア各国へ発生が拡大している
中、中国から旅客の携帯品として不法
に持ち込まれた畜産物からアフリカ豚
熱ウイルスの遺伝子が検出される事例
も複数確認されている。さらに、高病
原性鳥インフルエンザについては、直
近では令和２年度に我が国で発生した
ほか、令和３年度においても発生が確
認されている。

このため、これらの伝染病の発生予
防に向けて、基金加入農家に対する衛
生指導を支援する。また、万一、これ
らの伝染病が発生した場合に備え、経
営再開までに必要な経費等を相互に支
援するため、生産者が自ら基金を造成
するとともに、伝染病発生時に本基金
からの交付とALICからの交付を合わ
せた互助金を交付することにより、よ
り一層の防疫措置の円滑化及び異常発
見時の早期の届出を促し、もって畜産
の安定的な発展を図る。

　口蹄疫、牛疫、牛肺疫、アフリカ豚熱、豚熱、高病原性鳥インフルエンザ及び低病原
性鳥インフルエンザに係る互助事業の普及･指導、互助基金の造成、発生時の互助金の
交付及び基金加入農家に対する衛生指導等を行う。

※１　令和４年度畜産業振興事業の概要　https://www.alic.go.jp/joho-c/joho05_001953.html
　　　農林水産省HP　　　　　　　　　  https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/l_zigyo/attach/pdf/211224-8.pdf
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　https://www.maff.go.jp/j/chikusan/kikaku/lin/l_zigyo/attach/pdf/211224-6.pdf　
※２　下線部は令和３年度から拡充、変更されたもの

� （企画管理班　佐藤　綾香）
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令和４年度宮城県畜産協会事業の概要について

一般社団法人宮城県畜産協会
日頃より本会の事業推進に多大なるご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。
新型コロナウィルス感染症のまん延による畜産物の消費の落ち込みや、飼料価格の高騰、豚熱の発生等、畜産業界

にも多くの諸問題が山積しております。
本会としましては、「ポスト・コロナ時代」の国内農畜産業を維持・発展させていくため、国や県・関係団体等と連

携し、肉用牛の増頭対策をはじめとする畜産経営基盤の体質強化を図るための諸事業、新型コロナウィルス感染症及
び災害対策等の各種緊急支援事業、及び生産性の高い畜産経営体に対する経営支援指導、価格安定対策、家畜衛生対策、
家畜改良対策並びに消費拡大対策等、以下の事業に取り組み、畜産経営の安定及び本県畜産の振興と継続的発展に努
めますので、皆様のより一層のご理解とご協力をお願いいたします。

Ⅰ　畜産経営支援対策事業
１．�畜産経営技術高度化促進事業

畜産をめぐる情勢の変化に対応し、経営感覚に優れた生産性の高い畜産経営体の育成強化を図るため、畜産経
営診断の支援、畜産経営情報のデータベース化、畜産経営セミナー・研修会等の諸事業を実施し、経営実態に即
した総合的な支援指導を実施します。

２．�畜産特別資金等推進指導事業
大家畜・養豚特別支援資金借受者の経営改善のため、支援協議会の開催、経営改善計画の作成・見直し等の指

導を実施します。
３．�肉用牛経営安定対策補完事業(地域における肉用牛生産基盤強化等対策事業)

肉用牛生産基盤の強化を図るため、繁殖雌牛の増頭、優良繁殖雌牛の導入、簡易畜舎等の整備を行う生産集団
及び肉用牛ヘルパー組織に対して補助し、肉用牛の振興発展に寄与します。

４．�生産基盤拡大加速化事業(肉用牛) 
牛肉の国内需要の増加と輸出拡大に対応するため、畜産クラスター計画に基づき、優良な繁殖雌牛を増頭した

生産者に対して補助金を交付するため、農協等を対象に事業説明会及び事業参加要望書等の取りまとめを実施し、
肉用牛の振興発展に寄与します。

５．�畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業(機械導入事業)に係る事業推進業務
畜産クラスター事業の機械導入事業の円滑な推進を図るため、畜産クラスター協議会等を対象に事業説明会及

び事業参加要望書等の取りまとめを実施します。
６．畜産・酪農生産力強化対策事業（家畜生産性向上対策）

家畜の生産性向上に係るデータ等の収集、分析及び技術指導を実施し、家畜の生産性向上を図ります。
７．�畜産経営体生産性向上対策事業に係る事業推進業務

酪農家や肉用牛農家の省力化・生産性向上に資するＩＣＴ関連機械導入事業の円滑な推進を図るため、畜産応
援会議等を対象に事業説明会及び事業参加要望書等の取りまとめを実施します。

８．�酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業（労働負担軽減事業）に係る事業推進業務
酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業（通称：楽酪ＧＯ事業）の省力化機械導入事業及び施設整備事業

の円滑な推進を図るため、楽酪応援会議等を対象に事業説明会及び事業参加要望書等の取りまとめを実施します。

Ⅱ　家畜衛生対策事業
１．特定疾病自衛防疫事業推進事業

⑴　各予防接種
伝染性疾病に対する予防接種を実施し、疾病発生による損耗防止に努めます。

⑵　自衛防疫推進事業
自衛防疫事業を円滑に推進するため、自衛防疫推進会議等を開催し、家畜衛生に関する知識の普及や情報の収
集・伝達に努めます。

２．家畜生産農場衛生対策事業
生産農場における牛ヨーネ病の防疫対策、牛伝染性リンパ腫の清浄化対策、牛ウイルス性下痢症及び牛アカバ

ネ病の発生・流行防止対策を推進し、これら疾病による家畜の損耗防止を図ります。
３．牛疾病検査円滑化推進対策事業

牛海綿状脳症（BSE）を早期に根絶し、生産者や消費者の安心と信頼を回復するため、牛海綿状脳症対策特別
措置法に基づき、96ヵ月齢以上及び48ヵ月齢以上の起立不能等の死亡牛の検査を実施した所有者等に対し、適正
な管理・輸送・処理に係る経費を補助し、BSE検査の円滑な推進に努めます。

また、県家畜防疫対策室、家畜保健衛生所、県域団体、死亡牛収集業者等で構成する宮城県死亡牛緊急処理円
滑化施設整備事業推進協議会を開催し、死亡牛の円滑な収集及び処理のための取組と良好な家畜衛生並びに環境
の維持を図ります。
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４．畜産物衛生環境整備円滑化事業
県内で発生する死亡家畜の処理を円滑かつ効率的に流通させるため、一時保管する冷却保管施設及び冷凍運搬

車の利用について、死亡牛輸送業者３社及び関係者と協議し、家畜疾病のまん延等家畜衛生上の問題発生を未然
に防止し、家畜飼養衛生環境の保全を図ります。

５．家畜防疫・衛生指導対策事業
⑴　地域自衛防疫取組促進対策事業

地域での伝染病発生時の対応等を支援するため、畜産農家での初動防疫活動、地域特定疾病対策等の検討を行
うとともに、生産者段階での防疫演習等の実施、農場立入関連技術者に対する異状家畜の早期発見に必要な研
修を行い、生産現場における家畜防疫体制の強化を図ることにより、伝染性疾病の発生予防等防疫措置の徹底
に努めます。

⑵　地域農場ＨＡＣＣＰ認証支援事業
県内における農場ＨＡＣＣＰ認証に取り組む農場に対し、専門家による構築指導を行い、地域における農場Ｈ
ＡＣＣＰ取組の中核となる農家を育成し、普及推進を図ります。

６．育成馬予防接種推進事業
馬飼養形態の集団化、大規模化及び頻繁な移動等の実態を踏まえ、競馬場入厩前の育成馬について予防接種（馬

インフルエンザ）の徹底を図ります。
７．馬伝染性疾病防疫推進対策事業

競走馬以外の乗用馬等に対する馬インフルエンザワクチン接種及び繁殖牝馬に対する馬鼻肺炎ワクチン接種を
推進することにより生産段階の効率的な馬防疫措置を図ります。

８．家畜防疫互助基金支援事業
口蹄疫や豚熱等の海外伝染病が発生した場合、生産者が飼養する牛及び豚の淘汰に伴う損失を、生産者による自

主的な互助制度により畜産経営への影響を緩和するため、各関係者と連携を図り、互助制度の普及啓蒙を図ります。
９．獣医師養成確保修学資金給付事業

獣医学を専攻する学生のうち産業動物獣医師を志す者に対し、獣医師養成確保修学資金を給し有能な産業動物
獣医師の養成及び確保を図り、宮城県産業動物の診療体制の整備と畜産振興に寄与します。

Ⅲ　家畜価格安定対策事業
１．肉用子牛生産者補給金制度

肉用子牛生産安定等特別措置法に基づき、肉用牛生産の存立を確保するため、肉用子牛の生産者に対して、子
牛の再生産を確保するため一定の条件の下、生産者補給金を交付し、肉用子牛生産経営の安定を図ります。

２．肉用牛肥育安定基金
生産者により「肥育安定基金」を造成し、毎月の肥育牛１頭当たりの粗収益が生産コストを下回った場合に差

額の９割を補てんすることにより経営の安定と肉用牛生産基盤の維持拡大に寄与します。
３．肉豚経営安定交付金制度

制度の円滑な実施を図るため、登録生産者との委託契約に基づき、書類申請及び保管等に関する助言指導を行
います。

４．肉牛事故共助推進事業
全農宮城県本部が販売する肉畜に発生する事故に対し、その損害を補償し肉牛事業の安定を図ります。

Ⅳ　家畜改良事業
１．宮城県総合畜産共進会の開催

家畜の改良増殖と飼養管理技術の向上を図るため、乳用牛、肉用牛、養豚（枝肉）を対象とした総合畜産共進
会を開催します。

２．家畜人工授精用精液流通調整事業
本県の家畜改良を円滑に推進し、優れた能力をもった種雄牛の造成、商品性の高い乳牛・肉牛の生産を拡大す

るため、県内７カ所にサブセンターを設け、優良種雄牛を主体とした凍結精液の供給と液体窒素の配送を行うと
ともに、適正使用、計画交配を指導し、家畜改良に係る関連事業の推進と畜産経営の安定と発展に寄与します。

� （総務課　山﨑　哲）
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仙台市中央卸売市場食肉市場において、７月６日（水）に仙台市中央卸売市場食肉市場業務開始47周年記
念事業協賛会主催の枝肉共進会が、肉牛250頭・肉豚300頭上場で開催され盛会裡に終了いたしました。関係
者各位に改めて御礼申し上げます。

厳正な審査により入賞された方々を紹介いたします。
なお、所属団体、出品者名、枝肉重量、せり単価の順で記載いたします。

仙台市中央卸売市場食肉市場業務開始47周年記念枝肉共進会の受賞結果について

仙台市中央食肉卸売市場株式会社

【第１部黒毛和種（去勢）の部】

褒賞 所属団体 出品者名 血統 枝肉重量
（㎏）

せり単価
（円）父 母方の父

名誉賞 ＪＡみやぎ登米（南方） ㈱川口ファーム 百合白清２ 安福久 572.5 5,010
最優秀賞 宮城家畜商出荷組合 ㈱川村ファーム　北村耕業㈱ 茂晴花 諒太郎 577.0 3,301

宮城家畜商出荷組合 ㈱川村ファーム　本間初夫 茂福久 諒太郎 590.0 3,305
仙台肉牛出荷組合 全畜連　㈱ライフルファーム菅生 福之姫 安福久 607.5 3,194
宮城家畜商出荷組合 ㈱川村ファーム 勝早桜５ 美国桜 637.5 3,000
宮城家畜商出荷組合 ㈱川村ファーム　高橋　浩 喜亀忠 安福久 499.5 3,302

優秀賞 ＪＡ古川 ㈱ushitake 聖香藤 美国桜 569.0 2,903
宮城家畜商出荷組合 ㈱川村ファーム　川村和弘 茂福久 諒太郎 622.0 3,201
宮城家畜商出荷組合 ㈱川村ファーム　川村和弘 茂福久 幸紀雄 695.5 3,201
宮城家畜商出荷組合 ㈱川村ファーム　高橋　浩 福之姫 隆之国 592.5 3,298
宮城家畜商出荷組合 伊藤　豊　　日下　誠 直太郎 安福久 612.5 2,999
ＪＡみやぎ登米（米山） 千葉　正太朗 茂福久 安福久 623.5 3,159
ＪＡみやぎ登米（豊里） 高橋　一郎 茂福久 華春福 541.0 2,902
仙台肉牛出荷組合 全畜連　（資）ばば農場 紀多福 美国桜 603.0 3,102
宮城家畜商出荷組合 ㈱川村ファーム　川村大樹 第１花国 安福久 655.5 3,004

【第２部黒毛和種（雌）の部】

褒賞 所属団体 出品者名 血統 枝肉重量
（㎏）

せり単価
（円）父 母方の父

名誉賞 ＪＡ古川 鈴木　久 百合芳 茂洋 525.5 5,009
最優秀賞 ＪＡ新みやぎ（栗駒中央） 佐々木吉司 春忠久 安福久 416.5 3,321

ＪＡ古川 小高　栄 幸紀雄 安福久 470.0 3,464
優秀賞 ＪＡ新みやぎ（大郷） 村田雄喜 諒太郎 安福久 552.0 3,009

ＪＡみやぎ登米（南方） 日下正之 福之姫 茂洋 562.0 2,802
宮城家畜商出荷組合 ㈱川村ファーム　伊藤修二 茂福久 幸紀雄 514.5 2,953
宮城家畜商出荷組合 ㈱川村ファーム　川村拓也 幸紀雄 美国桜 512.5 3,177

【第３部交雑種（去勢・雌）の部】
褒賞 所属団体 出品者名 血統（父） 枝肉重量（㎏） せり単価（円）

名誉賞 仙台肉牛出荷組合 ㈲蔵王高原牧場 勝早桜５ 578.0 2,150
最優秀賞 仙台肉牛出荷組合 全畜連　㈱日高見牧場 勝美糸 571.5 1,710
優秀賞 仙台肉牛出荷組合 全畜連　㈱日高見牧場 愛之国 554.5 1,492

【第４部肉豚の部】
褒賞 所属団体 出品者名 品種 枝肉重量（㎏） せり単価（円）

名誉賞 昭和畜肉研究会 ㈲ケイアイファウム玉山農場 LWD 78.0 2,006
最優秀賞 太平洋ブリーディング㈱ ハイランド牧場小笠原農場 WLD 77.0 958

太平洋ブリーディング㈱ ハイランド牧場小笠原農場 WLD 75.0 960
ＪＡ新みやぎ（一迫） 千葉房義 LWD 75.0 956

優秀賞 全農宮城県本部 ㈲三澤屋本店 LWD 74.5 856
ＪＡ新みやぎ（志波姫） （農法）しわひめスワイン LWD 75.0 854
一般 ㈲コマクサファーム LWD 77.5 852
一般 ㈲萱農場 WL 74.5 852
中部飼料㈱ イセファーム東北㈱徳田農場 ハイブリッド 75.5 856
丸山㈱ （農）蔵王ファーム本場 WLD 73.5 856

� （営業部営業２課　落合　宏幸）
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農林水産祭参加　令和４年度宮城県総合畜産共進会（肉用牛の部）を、以下のとおり開催し、お蔭様をも
ちまして盛会裡に終了いたしました。

今年度は、新型コロナウイルス感染症対策として、来場者を制限しての開催でしたが、第12回全国和牛能
力共進会鹿児島大会の宮城県最終選考会も兼ねての開催ということもあり、白熱した共進会となりました。

【開催期日】
７月８日～９日　みやぎ総合家畜市場（美里町）

【出品頭数】
単品36頭、群出品12組57頭、特別区（高校）４頭　　合計97頭

　なお、各部の上位受賞者（抜粋）は下記のとおりです。

【名誉賞】			   第６区（総合評価群）
農林水産大臣賞		  栗原和牛育種組合
宮城県知事賞

【名誉賞】			   第３区（若雌の２）
農林水産省畜産局長賞		 308番　ぶらふまん号
宮城県議会議長賞		  大崎市田尻　後上　藤三　氏

【東北農政局長賞】		  第２区（若雌の１）
				    207番　えりな号
				    登米市　　小野寺　正人　氏

【団体賞】			   大崎地域

各区の最優秀賞１席
区 出品番号 名号 地区 出品者名

第１区 101 誠平勝 ― 宮城県畜産試験場
第２区 207 えりな 登米 小野寺正人
第３区 308 ぶらふまん 大崎 後上　藤三
第４区 414～417 ゆりひろ、ふく、さいぜんれつ、かなのこ 登米 登米和牛育種組合
第５区 501～503 ゆりひめ、さくらひめ、ひめふく 大崎 みどりの和牛育種組合

第６区 619～624 こいのぼり、そめいよしの、ひろ、
しげなみ、ひかる、ひろのぶ 栗原 栗原和牛育種組合

特別区 ２ わさび ― 宮城県小牛田農林高等学校
� （経営支援課　伊藤　利樹）

令和４年度宮城県総合畜産共進会（肉用牛の部）盛会裡に終了

一般社団法人宮城県畜産協会

第６区　栗原和牛育種組合

第３区　後上　藤三　氏

令和４年７月20日 （隔月１回発行） （　）7第315号



第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会種牛の部及び高校特別区の代表牛が決定しました

宮城県農政部畜産課
（第12回全国和牛能力共進会宮城県出品対策協議会）

令和４年10月６日から10日に鹿児島県で開催される第12回全国和牛能力共進会（以下「鹿児島大会」）の種
牛の部の宮城県最終選考会を兼ねた、農林水産祭参加令和４年度宮城県総合畜産共進会（肉用牛の部）が３
年ぶりに７月８日から９日にみやぎ総合家畜市場で開催されました。鹿児島大会の出品資格は、第４区繁殖
雌牛群で「母系３代を辿り県内で生産されたもの」など、前回の宮城大会よりも厳しくなっていますが、各
地域の選考会を勝ち抜いた、単品区36頭、群出品区12組57頭、特別区４校各１頭の合計97頭（重複含む）が
県代表牛の座を競い合いました。

前回の宮城大会では、第２区（若雌の１）で悲願の優等賞１席「日本一」をはじめ、多くの優等賞や特別
賞を獲得するなど過去最高の成績を収めました。鹿児島大会でも、宮城大会を上回る成績を目指し、生産者
やＪＡ担当者は牛体の手入れや調教など日々努力を積み重ねており、最終選考会ではその成果を遺憾なく発
揮していました。さらに特別区では、高校生による出品牛の展示と全共に向けた取組内容の発表による代表
校の選考が行われ、僅差の争いの中、鹿児島大会種牛の部の各出品区の県代表牛13頭と特別区の代表校１校
が決定しました（表１）。

決定後の審査講評では、本県の代表牛の優れている点として発育、体の深さ、体の長さ、皮膚ゆとりが挙
げられました。今後は集合指導会を開催し、万全の状態で本番を迎えられるよう準備が進められます。

なお、第６区総合評価群肉牛群及び肉牛の部の代表牛は、令和４年８月24日（水）に決定します。

表１．第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会種牛の部及び高校特別区の宮城県代表牛
出品区分 父牛 名号 出品者・組合名

第１区（若雄）
15～23ヶ月齢未満 平勝美（宮城） 誠平勝 号 宮城県畜産試験場

第２区（若雌の１）
14～17ヶ月齢未満 茂福久 えりな 号 小野寺正人（登米市）

第３区（若雌の２）
17～20ヶ月齢未満 洋糸波 ぶらふまん 号 後上藤三（大崎市）

第４区（繁殖雌牛群）
３産以上の産歴

【登米和牛育種組合】
勝洋 ゆりひろ 号 伊藤博幸（登米市）

好平茂 さいぜんれつ 号 小野寺正人（登米市）
茂洋 かなのこ 号 チバズファーム（株）（登米市）

第５区（高等登録群）
母、娘、孫娘群
14ヶ月齢以上

【みどりの和牛育種組合】
勝洋 ゆりひめ 号 浜田政美（涌谷町）

勝早桜５ さくらひめ 号 浜田政美（涌谷町）
茂福久 ひめふく 号 菅原正博（大崎市）

第６区（総合評価群）
種牛群

17～24ヶ月齢未満

【栗原和牛育種組合】
洋糸波 そめいよしの 号 熊谷明俊（栗原市）
洋糸波 ひろ 号 栗原幸昇（栗原市）
洋糸波 しげなみ 号 狩野幸夫（栗原市）
洋糸波 ひろのぶ 号 菅原良信（栗原市）

特別区
高校及び農業大学校
14～20ヶ月齢未満

洋糸波 わさび 号 宮城県小牛田農林高等学校
（美里町）
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第１区　若雄　代表牛【誠平勝】 第２区　若雌の１　代表牛【えりな】

第３区　若雌の２　代表牛【ぶらふまん】 第４区　繁殖雌牛群　代表【登米和牛育種組合】

第５区 高等登録牛群　代表【みどりの和牛育種組合】 第６区 総合評価群 種牛群　代表【栗原和牛育種組合】

特別区　代表校【小牛田農林高校】 � （生産振興班　渡邉　智）

�
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私の家では、父と祖母が和牛繁殖と酪農の複合経営をしています。最初は祖父と祖母２
人で経営をしていたのですが、父がその跡を継ぎました。私は最初農業に全く興味があり
ませんでした。農業は臭い、面倒くさいなどマイナスな面でしか見てなく、家の手伝いもす
る気は全くありませんでした。ですが、無理やり手伝いをさせられているうちに農業の良さ
に気づきました。高校は宮城県加美農業高等学校に入学しました。専攻実習では、和牛、
乳牛を専攻しました。専攻実習での学習を通じて、将来、私も家の経営を継ぎ農業をやり
たいと強く思いました。そこで、さらに農業の知識を深めたいと思い先生方に相談したとこ

ろ、宮城県農業大学校を勧められ同校に入校することを決めました。
農業大学校に入校し、１年生から宮城県畜産試験場での飼養管理作業を学んでいます。
去年の秋には、授業の一環である先進農業体験学習で、大郷町にお住いの村田さんの家に住み込みで約１か月

間農作業体験をさせていただきました。村田さんは和牛の繁殖を100頭規模で経営しており、その数に圧倒されま
した。印象に残ったことは、１週間続いた出産ラッシュです。朝早くや夜遅くなど様々な時間帯で分娩があったた
め、ゆっくりと休むことができませんでしたが、無事に子牛が生まれると嬉しかったです。体験学習中、最後に生
まれた子牛には美玲（みれい）と名前を付けさせていただきました。卒業後もこのご縁を大切にしていきたいと思
います。

大学校の卒業後は家に就農する予定ですが、将来、私が経営を継いだら酪農を縮小して和牛繫殖一本にして規
模拡大をしたいと考えています。

私も２年生になり、卒業までにさらに和牛や乳牛の知識を身に付け、将来、家の経営を継ぐときに役立てられる
ように今からしっかりと勉強していき、宮城県の農業に貢献できるように頑張りたいと思います。

〈農業大学校生の抱負〉
卒業後の抱負

宮城県農業大学校　畜産学部　2学年　三浦　悠希

本校は、農業の近代化と経済社会の発展に対応できる、高度な知識・技術を身につけ優れた農業経営者と
農村地域の指導者を育成することをねらいとして、昭和52年４月に「宮城県農業実践大学校」として設立され、
平成20年７月には専修学校の機能を付加し、平成21年４月に校名を「宮城県農業大学校」に変更しました。

下記により、令和５年度入校生を募集する推薦入校試験が行われますので、多数の出願をお願いします。
なお、これまでの高等学校長推薦に加え、本県において農業で活躍が期待される人材を広く地域から推薦

できる制度（地域推薦）が昨年度に新設されました。
記

◇募集人員（推薦入校試験・一般入校試験の合計）
　　畜産学部15名、水田経営学部15名、園芸学部15名、アグリビジネス学部10名
　　（注）推薦入校試験の募集人員は学部定員の８割程度とします
◇試験区分　　学校長推薦〔在学生対象〕、地域推薦〔既卒者対象〕
◇募集期間　　令和４年９月１日（木）～令和４年９月16日（金）（当日消印有効）
◇試験日時　　令和４年10月５日（水）午前８時45分～
◇合格発表日　令和４年10月14日（金）午前10時
◇試験場所　　宮城県農業大学校名取教場
◇試験科目　　①筆記試験　小論文（60分　800字）　　②面接試験　個人面接（15分程度）
◇専修学校のメリット
①卒業生に「専門士（農業専門課程）」の称号が付与されます。
②卒業生は、４年制大学の３年次への編入学試験の受験が可能となります。
◇奨学金制度
①�本校を卒業後、宮城県内での就農を予定されている方は、公益社団法人みやぎ農業振興公社奨学金の申

請ができます。
②本校を卒業後、就農を予定されている方は、国の事業である就農準備資金の申請ができます。
③独立行政法人日本学生支援機構の奨学金制度が利用できます。
※上記①～③の奨学金の採択に当たっては一定の要件を満たす必要があります。
入校試験・奨学金等についての詳細は、宮城県農業大学校教務部学生班・教務班

（電話022－383－8138）までお問い合わせください。

令和５年度宮城県農業大学校入校生を募集（推薦入校試験）

宮城県農業大学校
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第17回現場後代検定が終了したので、その概要について報告します。
今回検定した候補牛は、第17回１次「稚洋」号、「百合乃神」号、２次「昭光茂」号、「花勝洋」号の４頭で、

検定期間は１次の２頭を令和２年４月22日から令和４年２月20日、２次の２頭を令和２年６月24日から令和
４年４月10日に実施しました。

「稚洋」号
父は「勝洋」(宮城県石巻市)、母の父は「勝忠平」（鹿児島県）、母の母の父は「第１花国」（青森県）で、

生産地は大崎市岩出山（高橋克典氏）です。現場後代検定成績では、枝肉重量547.4kgで宮城県の歴代１位と
いう優れた成績でしたが、BMSの育種価では父の「勝洋」を下回る成績でした。
「百合乃神」号
父は「百合茂」（鹿児島県）、母の父は「安福久」（栃木県）、母の母の父は「平茂勝」（鹿児島県）で、生産

地は遠田郡美里町（伊勢繁氏）です。現場後代検定では、BMS No.8.7という優れた成績を残しましたが、枝
肉重量が劣る点や、僧帽筋の薄さといった点が見られました。
「昭光茂」号
父は「好平茂」（宮城県登米市）、母の父は「百合茂」（鹿児島県）、母の母の父は「第１花国」（青森県）で、

生産地は角田市（ばば農場）です。「好久勝」および「勝秀好」に続く、３頭目の好平茂の後継基幹種雄牛です。
現場後代検定成績では、枝肉重量（543.3kg）は基幹種雄牛歴代１位、脂肪交雑（BMS No.9.6）は基幹種雄牛
歴代２位という成績でした。
「花勝洋」号
父は「勝洋」（宮城県石巻市）、母の父は「花之国」（宮城県大崎市）、母の母の父は「百合茂」（鹿児島県）で、

生産地は大崎市田尻（木村俊樹氏）です。現場後代検定成績では、BMS No.9.1という非常に優れた成績でし
たが、皮下脂肪が3.9cmと厚く、歩留も低いという結果でした。

検定の結果、「昭光茂」号が新規基幹種雄牛として選抜されました。産肉能力の高さに加え子牛の体型にも
優れており、肉用牛改良に活用することで、宮城県産子牛の評価向上及び銘柄牛肉「仙台牛」の生産拡大の
弾みとなります。家畜人工授精用精液は、７月から注文を受け付け、８月から配布する予定です。

〈畜試便り〉
第17回現場後代検定成績

宮城県畜産試験場

表１　和牛産肉能力現場後代検定

図１　新規基幹種雄牛「昭光茂」

� （酪農肉牛部　髙木　理宏）
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今シーズンは、昨シーズンに引き続きHPAIの発生が世界
的に相次ぎ、特にヨーロッパにおける発生件数が著しく増
加しました（表１）。国内では25件189万羽、県内でも令和
４年３月に石巻市で発生しました。要因としては、夏にロ
シアで感染した渡り鳥が秋に各国へ渡り感染を拡げている
と考えられます。

今シーズンの国内HPAI発生の特徴としては、留鳥（渡
りをしない）であるカラスでの感染増加、エミューでの感
染、発生時期の延長の３点が挙げられます。国内野鳥の陽
性事例107例中58例がカラスから検出され、特に北海道で多
く報告されました。エミューでは北海道で国内初感染が確
認され、計３例が報告されました。また、発生時期は例年、
３月頃が最終発生であったのに対し、今シーズン（2021秋
-2022春）は５月14日とゴールデンウィーク明けまで発生が
ありました。

以上のことから、今後の発生防止のためには、留鳥もウイルスを媒介し、農場周辺を汚染している可能性
を考慮しつつ、飼養衛生管理基準の遵守を徹底することが必要です。特にカラス等の野鳥や野生動物等の侵
入防止と手指・長靴・車両消毒の継続を徹底して農場内へのウイルス侵入防止に努めましょう。なお、死亡
率の増加など、家きんに異常が認められた場合は、最寄りの家畜保健衛生所や畜産振興部に速やかにご連絡
ください。

� （病性鑑定班　大関　貴大）

〈衛生便り〉
今シーズン（2021秋-2022春）の高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）

発生の特徴について
� 仙台家畜保健衛生所

（表１）　�今シーズンにおける主なヨーロッパ諸
国と日本のHPAI発生件数

発生国 家きん（件） 野鳥（件）

フランス 1413 57

英国 115 296

イタリア 317 23

ハンガリー 290 30

スペイン 31 50

アイルランド 6 45

ポーランド 94 34

ドイツ 71 837

日本 25 107

価格安定対策事業の発動状況について
一般社団法人宮城県畜産協会

◎肉用牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）の交付金単価� （単位：円）

販　売　月 肉専用種（宮城県） 交雑種（全国） 乳用種（全国）

令和４年４月 （概算払） ― ― （32,558.7円）

５月 （概算払） ― ― （36,066.9円）
※�令和３年７月以降の概算払いは、配合飼料価格安定制度の発動状況を加味し、算定額から6,000円を差し引いた額の振り込み

となります。（これまでは4,000円）
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